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著者 論文タイトル 号［通巻］ 発行 掲載頁

特集 国際比較パネル調査による少子社会の要因と政策的対応に関する総合的研究
―「世代とジェンダー」に関する国際比較研究（フェーズⅡ）―（その１）

西岡八郎 「世代とジェンダーに関する国際協同プロジェクト
（GGP）」について―特集によせて―

1［268］ 3.25 1-2

吉田千鶴 日本の夫妻の就業状態と家事・育児分担との関係―コレク
ティブモデルアプローチ―

1［268］ 3.25 3-20

岩間暁子 ジェンダーと子育て負担感に関する日本・ドイツ・イタリ
アの比較分析

1［268］ 3.25 21-35

特集 国際比較パネル調査による少子社会の要因と政策的対応に関する総合的研究
―「世代とジェンダー」に関する国際比較研究（フェーズⅡ）―（その２）

田渕六郎 離家とその規定要因：日本・ドイツ・イタリアの比較を通
じて

2［269］ 6.25 28-44

津谷典子 学歴と雇用安定性のパートナーシップ形成への影響 2［269］ 6.25 45-63

特集 国際比較パネル調査による少子社会の要因と政策的対応に関する総合的研究
―「世代とジェンダー」に関する国際比較研究（フェーズⅡ）―（その３）

菅桂太 離家とパートナーシップ形成のタイミング―日米比較 3［270］ 9.25 40-57

西岡八郎，星敦士 夫のワーク・ライフ・バランスが妻の出産意欲に与える影
響

3［270］ 9.25 58-72

特集 将来人口推計（全国推計）に関連した研究（その３）

石井太 将来人口推計における確率推計の応用に関する研究 1［268］ 3.25 36-56

特集 将来人口推計（全国推計）に関連した研究（その４）

金子隆一 将来人口推計における出生仮定設定の枠組みについて 2［269］ 6.25 1-27

特集 わが国における近年の人口移動の実態―第６回人口移動調査の結果より―（その１）

西岡八郎 特集に寄せて―第6回人口移動調査に際して― 3［270］ 9.25 1-2

小池司朗 人口移動と出生行動の関係について―初婚前における大都
市圏への移動者を中心として―

3［270］ 9.25 3-20

千年よしみ TheImpactofLong-DistanceFamilyMigrationon
MarriedWomen'sEmploymentStatusinJapan

3［270］ 9.25 21-39

特集 男女労働者の働き方が東アジアの低出生力に与えた影響に関する国際比較研究（その１）

鈴木透 序論：ポスト近代化と東アジアの極低出生力 4［271］ 12.25 1-7

鈴木透 韓国の極低出生力とセロマジプラン 4［271］ 12.25 8-28

伊藤正一 台湾の少子化のマクロ分析 4［271］ 12.25 29-47

研究論文

清水昌人 単独世帯および夫婦のみの世帯に居住する高齢者の人口移
動と世帯変動

4［271］ 12.25 48-62

資料

西岡八郎，小池司
朗，山内昌和，菅
桂太，江崎雄治

日本の市区町村別将来推計人口―平成17（2005）～平成47
（2035）年―（平成20年12月推計）

1［268］ 3.25 57-108
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佐藤龍三郎，石川
晃，別府志海

国連世界人口推計2008年版の概要 3［270］ 9.25 73-105

統計

石川晃 全国人口の再生産に関する主要指標：2008年 4［271］ 12.25 63-72

石川晃 都道府県別標準化人口動態率：2008年 4［271］ 12.25 73-78

石川晃 都道府県別女性の年齢（5歳階級）別出生率および合計特
殊出生率：2008年

4［271］ 12.25 79-84

石川晃 主要国人口の年齢構造に関する主要指標：最新資料 4［271］ 12.25 85-94

別府志海，石川晃 主要国における合計特殊出生率および関連指標：1950～
2007年

4［271］ 12.25 95-102

書評・紹介

鈴木透 FrancesMcCallRosenbluth(ed.)"ThePoliticalEconomy
ofJapan'sLow Fertility",StanfordUniversityPress,
2007,xiii+222pp.

1［268］ 3.25 109-109

嵯峨座晴夫 京極髙宣・高橋重郷編『日本の人口減少社会を読み解く―
最新のデータからみる少子高齢化―』中央法規出版，2008
年7月，197pp.

1［268］ 3.25 110-110

中川聡史 ヨゼフ・エーマー著 若尾祐司・魚住明代訳『近代ドイツ
人口史―人口学研究の傾向と基本問題―』昭和堂，2008年，
224pp.

2［269］ 6.25 64-64

清水昌人 フランソワ・エラン著 林昌宏訳『移民の時代―フランス
人口学者の視点』，明石書店，2008年9月，151pp.

2［269］ 6.25 65-65




